
 「The Whisky Exchange」は、ロンドン中心部、Covent Gardenにある有名なウイスキー販売店。場所柄、物見遊山の
ツーリストも多いが、他ではないウイスキー銘柄やバリエーションを求めて世界から来店する「通」が主要客。スコッチウイスキーが7割
くらい。しかし、日本ウイスキーをはじめ各国のウイスキー、各種の蒸留酒も豊富である。

 「通常の日本ウイスキー」の棚を見るとこんな具合。「サントリー」、「ニッカ」、「ベンチャーウイスキー」のほか、「越音」（本坊酒造）、
「戸河内」（中国醸造）、「あかし」（江井ヶ嶋酒造）がみえる。「海洋」は日本ではなじみのないが、最近アメリカでも見かける。
ネットでは大阪の会社と記載されているが、ラベルには香港製と記載される。

 「レアもの日本ウイスキー」の棚は別にあって、鍵がかかっている。上の棚には「カードシリーズ」「軽井沢」など、下の棚には「山崎レア
もの」「ベンチャー」など。詳細は次のページ。
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ごく限られた銘柄だが日本酒
もあった。

真澄と出羽桜が見える。

The Whisky Exchange
@ Covent Garden
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 「レアもの日本ウイスキー」の棚の左上のプレートの拡大。「軽井
沢」の価格表。

上から、「軽井沢1967年、樽#6425、TWE 10th 
Anniversary」￡15,000（202万円）、「軽井沢1963年、
42年、樽#8183」￡10,000（187万円）など。

下の方は写真がピンボケで判然としないが、安いもので
￡4,500くらい（67万円）のよう。日本では全く知られていな
いタイプの軽井沢が、英仏でこれだけ高価に取引されるのは、
廃業した軽井沢の樽を入手した人が、世界事情に詳しく、巧み
なマーケテシングを行った賜物である。

ロンドンにおける「軽井沢」の価格は、ヘドニズムワインで見た
2017年の情報が下記にある。わずか1年で、値上がりしたよう
な印象。

http://www.kitasangyo.com/pdf/archive/sake-watching/paris_lond_ny.pdf
なお、棚の右上と右下にもプレート（ニッカ、ベンチャーなど）が
あったのだが、残念ながらピンボケで収載できず。
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 「レアものの日本ウイスキー」の棚の左下のプレートにある価格を
拡大したのがこれ。

 100万円以上：「山崎1979年、ミズナラ、2008年壜詰め」
￡13,500（2018年12月のレート、￡1＝150円換算で
202万円） 、「山崎1984年」￡12,500（187万円）

 50万円以上：「山崎、ミズナラ18年、2017年」￡3,500
（52万円）、「白州1987年、2005年壜詰め」 ￡3,500
（52万円）

数万円＝低価格帯：「白州10年」￡225（3万4,000円）、
「マルス信州2013年、No.1 Drink、10th Anniversary」
￡299（4万5,000円）

右は、週刊ダイヤモンド（2019年1月12日）の「酒特集」の
記事。「山崎18年 ミズナラ 2017EDITION」がある。2017
年に10万円で売り出されたもの。2年後には、日本で32万
5,000円で買いとられ、英国で￡3,500（52万円）で売ら
れるということか。

http://www.kitasangyo.com/pdf/archive/sake-watching/paris_lond_ny.pdf
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失われた醸造所、アイラ島の「ポートエーレン」の1970年代のバーチ
カルコレクション。￡4,500（68万円）から￡1,200（18万円）。

売り物としてこれだけのオリジナルラベルのポートエーレンのコレクション
を持つ店は、世界でここだけかもしれない。

 「マッカラン」の1950年代から1960年代のコレクション。￡15,000
（202万円）から￡6,000（90万円）。

（参考）Whisky Auctioneerは英国の年代物ウイスキーの専門
会社。過去のオークション結果を見ると今の売り買い相場がわかる。

https://www.whiskyauctioneer.com/
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https://www.whiskyauctioneer.com/
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 「La Maison du Whisky (LMDW)」は、フランスの大手ウイスキー販売業者。パリ市内に2店舗あって、過去（定宿のすぐ近くなの
で） 「オデオンの店」を定点観測しているが、今回は「マドレーヌ近くの本店」から訪問。数年前に店舗を改装して、とてもきれいになって
いる。

 2018年年末の土曜、偶々「黄色いベスト運動」がパリ中心部をデモ行進中。警官隊が一般人をこの区画に入れないようにしていたので、
写真のように通りはガラガラ、店舗も客がいない状態で、ゆっくりと話を聞けた。

 「日本ウイスキー」の棚はこんな具合。「山崎」「白州」「余市」などの見事なコレクションのほか、「軽井沢」や「本坊酒造」など。垂涎のウイ
スキーたちが並ぶ。

 「地下にあるウイスキーの小部屋」は、後述するバー「Golden Promise」と同じ意匠。日本ウイスキー担当の方と。手前に積み上げた本
はLMDWの豪華なアニュアル・カタログ（開業50周年記念の”The Whisky Chronicles 2019”、仏・英両版あり）。次ページ参照。
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LMDW
@ Rue  d’Anjou
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本坊の艶っぽい女性のラベルは日本では見
ないが、特別ラベルの限定品のようだ。

こちらは、日本の本坊酒造・津貫蒸留に
行った時の写真。ショーケースには、蝶や猫
などのラベルもあった。
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LMDW
@ Odeon
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 「La Maison du Whisky (LMDW)」の「オデオンの店」の方。2017年とそれほど変わってはいないが、、、
 「ジャパニーズジン」のフェースが増えている。「季の美」では、日本では見かけない「勢」と「KI NO TEA」があった。
 サントリー「季（Toki)」のほか、ニッカ「Days」が並んだ。どちらも、日本にはない海外専用モデル。Tokiは2016
年リリースだが、Daysは2018年11月リリースなので、発売直後である。
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 LMDWは、日本酒にも力を入れてい
る。時々、日本から蔵元の人を招い
て試飲販売なども行っている。

 2017年、オデオンのLMDWの斜め
向かいに、日本酒と日本風肴を出す
居酒屋ができた。かつては、アフリカ料
理店やベトナム料理店（フランスが
植民支配していた国のレストラン）が
並んでいた大学街。その変化に驚く。

例年同じような写真を撮っているが、びんやラベ
ル資材をご用命いただいているベンチャーウイス
キー「イチローズモルト」とのツーショット。

下の写真は、LMDWのアニュアルブックの中のベ
ンチャーウイスキーの紹介ページ。
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Golden Promise
@ Rue Tiquetonne

今回はゆっくりウイスキーを飲んだので、後で見ると撮った写真
はこの2枚しかなかった。

スペースを埋めるため、その1：2017年の資料を貼っておきま
す。詳しくは下記、価格が読めます。

http://www.kitasangyo.com/pdf/archive/sake-watching/paris_lond_ny.pdf
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(end of report 
19020/tk)

 「Golden Promise」は、2017年に初めて来て、ぜひまた来たいと思っていた隠れ家的バー。場所は「メゾン・ド・サケ」の地下なので、サケと
ウイスキーのはしごができる好立地。

地下への階段を下りていくと一般の人向けのカウンターバーがあるのだが、「予約してある」旨を言うと、鉄扉が内側からギーッと開く。トンネル廊
下を入ると「ジャパニーズルーム」を含むいくつかの地下室に別れていて、壁という壁にウイスキーが並ぶ。ウイスキー好きにとってアリババの洞窟。

個人的定番ウイスキー「ラフロイグ」から初めて、写真のような珍しい「イチローズモルト各種」を堪能。それぞれのボトルで明確にキャラクターが違
う。初体験で「ポートエーレン（25年 1982年）」も飲んでみた。ずいぶん支払ったが、大いに心豊かになったパリの一夜であった。

スペースを埋めるため、その2：これは
「Time Out」（有名なロンドン情報
誌）の記事。偶々、訪問時期の
2018年12月3日号に、ロンドンウイス
キーの記事が載っていた。

 20世紀初めから英国のウイスキーはす
べてスコットランドになってしまい、イング
ランドにはウイスキー蒸留所が100年以
上なかった。が、ロンドンで2011年ごろ
からクラフト蒸留所がいくつか立ち上がっ
た。そろそろ年数たつので、いくつかウイ
スキーができつつある、という記事。

 「3年以上エージング」ルールは適用さ
れるが、そのほかのスコッチのルール（例
「オーク樽必須」など）は適用外だそう。
TLDCという蒸留所では、タイトルにある
ライウイスキー（！）を作っている。

http://www.kitasangyo.com/pdf/archive/sake-watching/paris_lond_ny.pdf
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